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第七世富士丸の誕生

　就航以来15年の長期にわたって活躍した第六

世富士見の代船建造がようやく実現し、第七世

富士見が誕生しました。昭和61年度に、基本設

計を、この分野で実績のある（社）漁船協会に

委託し、昭和62年10月金柑造船所で起工、同年

12月進水式、翌63年２月完工しました。そして

３月５日竣工式が行われ、ここに明治39年４月

の富士見第一世から数え、七代目の富十九が誕

生しました。そこでこれからの調査研究の方針

とニュー富士見の誇る般新設備を紹介しましょ

う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

〔目的および調査項目〕

　本船建造の目的は、本県漁業の現況及び将来

に対応してカツオ、ビンナガマグロ一本釣漁業、

サンマ漁業の調査研究及び指導を行うことであ

り、特に、今まで駿河丸が行っていたサンマ漁

業調査もとり入れているのが特徴です。主な調

査研究内容を整理すると次のようになります。

ぽ）資源管理・漁海況予報研究

　　ａ　海洋調査

　　ｂ　資源生態調査

　　ｃ　漁場形成機構の研究
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　　　　　　ハイブリッド航法装置

　ｄ．人工衛星情報装置による漁海況システム

　　　の利用開発

（2）新技術開発と普及指導

　ａ．省力、省燃費技術の研究

　ｂ．省エネルギー運行技術の研究

　c.餌料蓄養技術の研究

　d.漁獲物付加価値向上の技術開発

　e.漁場誘導

（3）後継者養成教育

　　焼津水産高校専攻科生、漁業高等学園生徒

　の乗船実習

〔船型・性能〕

　船型は遠洋カツオ一本釣型で、船首はそり返

っているクリッパー形、船首の波切り部はタン

カー等で採用している球状船首になっています。

スクリューは低回転太直径ス牛ュードプロペラ

を採用し、省エネと船尾長勤め低減を図ってい

ます。また、船を横に勤かすためのサイドスラ

スターを船首、船尾に装備しているため、ブリ

ッジでジョイスティックコントローラー１本に

より、本船を前後、左右、斜行および定点位置

保持が可能で、微速航走時における漁業実習、

各種試験、観測および調査作業が円滑に行えま

す。
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　〔省エネルギー〕

　本船は写真に見られるように船首部に２枚の

補助帆走装置を備えており、船体形状や大口径

プロペラ等種々の宵エネ対策を総合し30～35％

の省エネ効果を期待しています。

〔活餌・凍結魚嶮〕

　魚船は８船あります。うち４船は活餌（イワ

シ）を長期間蓄養する為の低温活餌装置（十17

°C）を有し、残りの４臆は食塩ブライン船（－

17℃2岫）、塩カルブライン鴫（－50℃2船）

です。

〔調査研究・漁携設備〕

　本船には数多くの最新計器類が整備されてい

ますがその一部を紹介します。まず希望する深

さの塩分、水温が測定出来るＣＴＤ測定装置、

航走時に自動的に表面水温、塩分を測定出来る

サーモサリノグラフ、魚群の体長分布をもカラ

ー表示できる科学魚群深知機、超音波を利用し

任意の水深の潮流を観測出来るドップラー潮流

計、更に表面水温を人工衛星から直接カラー圃

像でとらえるカラー海象受信装置等多くの先端

的機器を備えています。

ドップ
一フ

-

ログ

第七世富士丸の主な仕様

船　　　　　種
総　ト　ン　数
長　　　　　さ
　　　幅
深　　　　　さ
吃　　　　　水
生　　機　　開

設　犬　速　力
航　海　速　力
航　続　距　離

第三種漁船

　　310トン型

　　　43.30m

　　　8.30m

　　　3.60m

　　　3.30m

　　1，600馬力

低速ディーゼル

　　14ノット

　　１１ノット

　約9,500浬



　　　　　　　科　学　漁　採

〔乗船実習設備〕

漁業後継者養成のため実習生用に18名分の船

　　調査船宿上火は、３月より第七世富士火と

して運航すること

となりました。

新たな富士見の活

躍を期待しつつ、こ

室および食堂を設ける等この型の船としては広

い居住区を有しています。長期航海を考慮した

衛生的な設備、特に騒音、防振、換気、防湿お

よび防熱対策が十分取り入れられています。

　ご存知のとおり、遠洋漁業は国際環境や魚価

低迷等で非常に困難な事態に直而していますが、

今でも本祭漁業に大きな比重を占めていること

に変わりありません。遠洋漁業の経営の安定は

言うまでもなく、より以上の発展に第七世富士見

が大きな役割を果たすことを期待し関係者一同

一丸となって頑張りたいと思います。

　　　　　　　　　(船舶管理課　西川満太郎)

平洋で、カツオを中心とした漁場調査を実施

調査指導船歴代富士丸の沿革

こで一世から片肘までの富十九の装備と漁場調査

での活躍の歴史について紹介しましょう。　第一

世の富士人は､明治39年に建造され､総屯数25屯で

日本最初のアメリカ製石油発動機をつけた帆船です。

発動機をつけてカツオ漁場の調査に従事した役割

は大きく、我が国の漁船の発動機導入への口

火を切るとともに、今日の本県遠洋漁業の基

礎を築きました。第二世は、大正10年に建造

され、総屯数158屯で200馬力蒸気機関と無

線電信装置をつけた機帆船で、大正12年～13年

には南洋マリアナ群島まで調査の足をのばし、

カツオ、マグロ漁場拡大に努め、海外の勢力

拡大の基礎を固めました。昭和２年に建造さ

れた第三世は総屯数180屯、初めてヂーゼル

機関320馬力を装備した鋼船で、無線電信装

置や冷凍能力２トンの冷凍機をつけ、速力は

10ノット、航続距離は6,250マイルと性能も

第２世に比べ大巾にアップしました。遠くは

ボルネオ、セレベス海まで調査を実施、本祭

近海の調査では、伊豆七島海域及び房総半島

沖合並びに東北海域を調査、また、昭和３年

には、富上元による調査と併せて画期的な飛

行機による魚群深知を実施しています。カツ

オ、マグロの浮上群の位置や移動状況を迅速

に探知し、この状況を附近に出漁中の漁船に

速報し漁獲向上を図ることを目的としたもの

でした。

　第四世は、戦後の昭和25年建造､総屯数191

屯、ヂーゼル機関380馬力を装備した鋼船で、

無線電信装置として250ワット、50ワット２

合の送受信機で漁海況情報の収集能力を向上

させました。調査海域は、インド洋、中部大

しました。昭和36

年に東海大学に移

籍され、実習船と

して活躍し、更に

廃船後は魚礁として駿河湾内に設置され、今

も漁業者に活用されています。

　第五世は、昭和37年建造、総屯数313屯、

漁船では初めて電気推進機関650馬力が装備

され、カツオ、マグロ一本釣と延縄の雨漁業

を調査するため航続距離15,000マイルと太巾

に活動能力をアップしました。東南太平洋、

インド洋のマグロ漁場調査、ニューギニア海

域のカツオ漁場調査等を実施しましたが、特

に、昭和46年のパプア、ニューギニア海域の

調査では、基地操業方式を採用し、ラバウル

を基地として、カツオの餌料調査を行い、基

地操業における先駆的な実績をあげました。

　前船の第六世は、昭和48年建造､総屯数491

屯ヂーゼル機関1,300馬力２基を装備した鋼

船で、建造当時、殷新設備を整備した遠洋漁

業調査指導船として脚光をあびました。そし

て南方カツオの周年操業を確立させるため

の、ニューギニアを基地とした、餌料用

イワ宍の現地調査と蓄養試験および餌料

魚種の漁獲方法、ビンナガ漁場調査における

前線漁場の開拓、更には昭和56年からの

３ヵ年の計画で塩化カルシウム浅漬式凍

結試験の実施と数々の業績を残していま

す。

　以上のように一世から六世までの富上

火はその時々の時代の先端を行く設備と

装置を有し、数多くの実績を上げて来ま

した。新船の第七世も皆様の期待に十分

答えるよう頑張りますのでよろしく御協

力をお願いします。

　　　　　　　(船舶管理課　西川洲太郎)
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遠州灘の浅海域に出現するヒラメ・カレイ類

　外海の砂浜の生産力を高めるような漁場開発

を進めるために、遠州灘をモデル海域として、

大規模砂泥域開発調査を実施しています。

　調査は、天竜川河口を中心として福田沖から

浜名湖今切口沖にかけて東西35km、水深50m以

浅の海域で行っています。調査内容は、水温、

塩分、流況等の環境調査から卵稚仔、プランク

トン等の生物調査まで多くの事項におよんでい

ます。今後、調査結果をもとに砂浜域で増殖の

対象として適した魚種や漁場の開発方法を明ら

かにしていく予定です。

　砂浜域で重要な水産生物として、ヒラメ、カ

レイ類があげられます。これらは、その特異な

形態から、分類学上はシタビラメ等のウシノシ

タ類をも含め異体類と呼ばれています。異体類

はその形態からも砂地に適応した魚類といえま

しょう。

　今回は、大規模砂泥域開発調査の一貫として

実施した、卵、浮遊稚仔、着座稚仔の調査で出

現した異体類について紹介します。

調査方法

　卵、浮遊稚仔調査は、福田沖から今切口沖に

かけて、水深10～50mの海域でプランクトンネ

ット（ボンゴネット）を用いて周年実施しまし

た。

　着座稚仔調査は、同じ海域の水深2,5,10,20

mの浅海域で、小型の桁曳網を用いて同様に周

　　　ササウシノシタ科　ササウシノシタ

年実施しました。

出　現　種

　卵、浮遊視仔、着座視仔の各段階での出現種

は、第１表のとおりです。種まで同定できたも

のは、全部で22種でした。卵では、種まで同定

できたものは、わずかに２種のみでした。浮遊

視仔でも種まで同定できたものは、７種であり

卵、浮遊視仔の段階では多くのものが種まで同

定することが困難でした。着座視仔では22種が

固定でき、種まで同定できなかったものは４種

でした。

　分類群別には不明種を含め、ヒラメ科は14種、

カレイ科は２種、ササウシノシタ科は４種、ウ

シノシタ科は９種でした。

出現量と順位

　昭和60年度（S.60.4.－S.61.3.）の桁曳網

調査における異体類の出現量と順位をまとめて

第２表に示しました。最も出現個体数の多かっ

た種はササウシノシタで、次に、クロウシノシ

第１表　遠洲灘におけるヒラメ・カレイ類（異体類）の出現種

N(1　目　　　亜目　　　　科　　　　　　　　亜科　　　　　　種名 卵　　　浮遊稚仔　着座稚仔

１　カレイ　カレイ　　　　ヒラメ　　　　　　ヒラメ　　　　　　ヒラメ

２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テンジクガレイ
３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タマガンゾウビラメ
４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガンゾウビラメ
５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アラメガレイ
６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユメアラメガイ

７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダルマガレイ　　コウベダルマガレイ
８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カネコダル､マガレイ
９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チカメダルマガレイ

10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダルマガ｀レイ
１１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ダルマガレイ属の一種）

12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホシダルマガレイ
13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ダルマガレイ亜科の一種）
14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ヒラメ科の一種）
F5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メイタガレイ
１６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カレイ科の一種）
１７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カレイ亜目の一種）

１８　　　　　　ウシ／シタ　ササウシノシタ　ササウシノシタ　ササウシノシタ
１９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シマウシノシタ

20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツノウシノシタ
21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ササウシノシタ科の一種）
２２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チンゼイシタビラメ

23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロウシノシタ
２４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オオシタビラメ
25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲンコ
26　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アカシタビラメ

27　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コウライアカシタビラメ
28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌノシタ
29　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ウシノシタ亜科の一種）

30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ウシノシタ科の一種）
31　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カレイ目の一種）

　　　　　　⑩　　　　Ｏ

　　　　　　　　　　　　⑩　　　　　　⑩　　　　Ｏ

　　　　　　　　　　　　⑩
　　　　　　⑩　　　　Ｏ
　　　　　　　　　　　　Ｏ

　　　　　　　　　　　　⑩
　　　　　　　　　　　　Ｏ
　　　　　　　　　　　　Ｏ

　　　　　　　　　　　　溜
　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　○　　　　　　○　　　　○

⑩　　　　⑩　　　　⑩
　　　　　　　　　　　　Ｏ

○
　　　　　　Ｏ　　　　Ｏ

　　　　　　　　　　　　○

⑩　　　　　　　　　　⑩
　　　　　　Ｏ

　　　　　　　　　　　　⑩　　　　　　⑩　　　　⑩
　　　　　　　　　　　　⑩

　　　　　　　　　　　　⑩　　　　　　○　　　　励

　　　　　　　　　　　　⑩
　　　　　　　　　　　　○
　　　　　　Ｏ

○　　　　Ｏ　　　　Ｏ
　　　　　　Ｏ

Ｏ：種まで同定できたもの　　○：種まで同定で４なかったもの

４



第２表　桁網調査における異体類出現量と順位（昭和60年度）

順位　　種名
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コウライアカシタビラメ
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テンジクガレイ
ツノウシノシタ

タ、アラメガレイ、アカシタビラメ、ゲンコの

順でした。　出現個体数の割合では、ササウシ

ノシタのみで44％を占め、次にクロウシノシタ、

アラメガレイ、アカシタビラメが13～9％を占

め、５位のオオシタビラメまでで全体の82％と

なっています。また、８位のダルマガレイまで

で全体の90％を越えています。

　遠州灘の浅海域に出現する主要な異体類は、

およそ10種位であり、その他の種類の出現は少

ないと言えましょう。
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　　　ウシノシタ科　クロウシノシタ

第３表　遠州灘と駿河清における異体類の出現種数

遠州灘 駿河湾1）

ヒラメ科

カレイ科

ササウシノシタ科

ウシノシタ科

１４

２

４

９

１７

　７

　４

　７

１）黒m（1951）による

　　　　　　　　　－

ウシノシタ類
　の分布型

性
性
帯
帯
一

熱
温

亜熱帯性
亜熱帯性
熱帯性
　　－
　　－
　　－
　　－
　　－
　　－
熱帯性

　　－

　　－

　　－

　　一

(熱帯性)

(亜熱帯性)
　　一
　　－
　熱帯性

　分類群刑の出現個体数の割合では、ササウシ

ノシタ科が45％を、ウシノシタ科が30％を、ヒ

ラメ科が、25％を、カレイ科が0.5％をそれぞ

れ占めています。

遠洲灘における異体類の種類相の特徴

　異体類は広く全世界に分布しており、日本に

も多くの種類が生息しています。分類群毎の地

理的分布の特徴をみると、カレイ科は北方型で

あり、ヒラメ科、ササウシノシタ科、ウシノシ

タ科は南方型と言われています。また、同じ南

方型でも、ヒラメ科は他の２科に比べ温帯域に

も多くの種が分布しているようです。

　日本における各地の出現種類数も、北海道で

はカレイ科が最も多くヒラメ科、ササウシノシ

タ科、ウシノシタ科は著しく少なく、東海、四

国等ではヒラメ科が最も多く、南西諸島ではサ

サウシノシタ科が最も多くカレイ科はほとんど

出現しない等の特微かあると言われています。

　遠州灘と駿河湾の異体類の分類科刑出現種数

をみると、第３表のとおりであり、全国的レベ

ルからは概ね雨海域とも同様の種組成で、カレ

５－

ヒラメ科　ダルマガレイ



カレイ科　メイタガレイ

イ科が少なく、ヒラメ科が最も多く温帯域の特

徴を示しています。遠州灘は駿百済に比べて、

カレイ科がさらに少なく、ウシノシ

タ科が多い等より南方型でありまた

外海星であると言えるようです。

　ウシノシタ類の地理的分布を検討

した資料をもとに、今回の調査で遠

州灘から得られたウシノシタ類を分

布域毎に分けると、第４表のように

なります。亜熱帯性種が最も多く４

種類、次に熱帯性種が３種類、温帯

性種が１種類です。第２表をもとに、

それぞれの出現量を加算すると、出

現個体数の割合は、亜熱帯性種が57

％、温帯性種が13％、熱皆既種が４

％となります。

調査船の動き
○富士丸

　第５次西軽佻調査

　　　昭和62年10月26日～12月３日

　代船富士見進水式

　　　昭和62年12月４日　金柑造船所

○駿河丸

　地先観測

　サンマ調査

　地先観測

　サクラエビ調査

　地先観測

　サクラエビ調査

　地先観測

　サバ調査

９月１～２日

９月７日～10月５日

10月12日～13日

10月22日，26日，29日

11月４日～６日

11月10日，16日

12月１日

12月15目～16日

　　　　　●ー

　　　○○○ ●

－㎜　－’｀‘　　　　　S/

　以上のように、遠州灘の異体類の種類相は実

際の地理的位置よりも南方系の特徴を示し、亜

熱帯から温帯域の組成と言えるでしょう。これ

は、沖合を流れる黒潮の影響と遠州灘の開放的

な地形によるものではないでしょうか。

　　　　　　　　(開発研究室　　影山　佳之)

恥　「訟，

こﾆﾊ

第４表　遠州灘に出現したウシノシタ類の地理的分布2）

分　布　域 ササウシノシタ科　　ウシノシタ科

熱帯性種 ツノウシノシタ　　オオシタビラメ

シマウシノシタ

亜熱帯性種 ササウシノシタ　　ゲンコ

　　　　　　　　　イヌノシタ

　　　　　　　　　アカシタビラメ

温帯性種 クロウシノシタ

（10月）

　２日

　16日

　22日

２）落合（1957）による

本場日誌

業務連絡会議、分場長会議（本場）

第七世富士見起工式（金指造船所）

東海ブ。ック場長会

東海ブロック試験研究連絡会議

　　　　　（22日～24日千葉県館山市）

27日　全国人工礁検討会

　　　　　　　　（27日～30日松山市）

29日　全国環境衛生大会　（静岡市）

（11月）

　４日

　16日

　19日

業務連絡会議、分場長会議（本場）

塩カル凍結装置普及研究会（東京都）

水産試験研究機関技術連絡協議会

　　　　　（19日～20日栽培センター）

24日　公害担当者研修会

　　　　　　　　(24日～25日伊豆長岡町)

27日　漁村青壮年婦人活勣実績発表犬会

　　　　　　　　　　　　　　　(静岡市)

６
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